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S2 補 Ⅵ-3-3-3-3-1-1 R0 

まえがき 

本計算書は，Ⅵ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計算の基本方針」及びⅥ-3-2-7「重大事故等クラス２

容器の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語については，Ⅵ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義し

たものを使用する。 

・評価条件整理表

機器名 
既設 

or 
新設 

施設時の 
技術基準 
に対象と 
する施設 
の規定が 
あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 
既工認に 
おける 

評価結果 
の有無 

施設時の 
適用規格 評価区分 

同等性 
評価 
区分 

評価 
クラス

クラス

アップ

の有無

施設時 
機器 

クラス

ＤＢ 
クラス

ＳＡ 
クラス

条件 
アップ

の有無

ＤＢ条件 ＳＡ条件 
圧力 

(MPa) 
温度 
(℃) 

圧力 
(MPa) 

温度 
(℃) 

残留熱除去系 

熱交換器 
既設 有 

管側 無 DB-2 DB-2 SA-2 無 3.92 185 3.92 185 有 S55告示 既工認 ― SA-2 

胴側 有 DB-3 DB-3 SA-2 無 1.37 85 1.37 85 ― S55告示 
設計・建設規格

又は告示 
― SA-2 
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1. 概要

本計算書については，重大事故等対処設備としての評価結果を示すものであるが，残留熱除去

系熱交換器の管側は設計基準対象施設としての使用条件を超えないことから，管側の評価結果につ

いては昭和60年4月27日付け59資庁第17250号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-2-1-4-1「残留熱

除去系熱交換器の強度計算書」による。
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2. 計算条件

2.1 計算部位 

概要図に強度計算箇所を示す。 

図2－1 概要図 

2.2 設計条件 

最高使用圧力(MPa) 胴側 1.37 

最高使用温度(℃) 胴側 85 

図中の番号は次頁以降の 

計算項目番号を示す。 

3.5 (2) 

3.2 (1)，3.4 (2) 

3.1 (2)，3.4 (1) 

3.1 (1) 

2.3 (1) 

3.3 (3) 

2.7 (1) 

2.6 (2) 

2.4 (1) 

2.7 (2)，2.7 (4) 

2.4 (4) 2.6 (3) 

2.4 (8) 

3.3 (1) 

3.5 (1) 

3.1 (2)，3.4 (1) 

2.7 (3)，2.7 (5) 

2.4 (2) 

2.2 (1)，2.5 (5) 

3.3 (2) 

2.4 (3) 

材料

 胴内径 1800 －
 鏡板厚さ 50.00 SGV49
フランジ厚さ 170.00 SFVC2B

 胴内径 1800 －
16.00
38.00

 鏡板厚さ 16.00 SGV49
235.00 SFVC2B
6695 －

注記＊：公称値を示す。

主要寸法(mm)＊

胴側

     高さ

 胴板厚さ SGV49

管側

     管板厚さ

750417
ハイライト表示



3. 

3. 1 容器の胴の厚さの計算

設計・ PVC-3120 

|

|

_

胴板名称 (1)胴側胴板

材料 SGV49 

最高使用圧力 p (MPa) 1. 37

最 温度 （℃） 85 

胴の内径 Di (mm) 1800.00 

許容引張応力 s (MPa) 120 

継手効率 刀 1. 00 

継手の種類 突合せ両側溶接

放射線検査の有無 有り

必要厚さ t 1 (mm) 3.00 

必要厚さ t 2 (mm) 10. 35

t 1, t 2 の大きい値 t (mm) 10. 35

呼び厚さ t S 0 (mm) 38.00 

最 さ t s (mm) 

評価：t s � t， よって十分である。

3
 

S
2
 
補

 
Ⅵ

 
3
 
3
-
3
-
3
-
1
-
1
 
R
0
 

70044671
鉛筆

70044671
鉛筆

70044671
鉛筆

70728139
テキストボックス



さ

PVC-3120 

(2)胴側胴板

SGV49 

亨＿
竺〗

L 37 

85 

1800.00 

120 

1. 00

三
三
三
三
〗

3.00 

10. 35

10.35 

16.00 
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3.2 容器の鏡板の厚さの計算

（イ）設計・建設規格PVC-3210

鏡板の形状

鏡板名称 (1)胴側鏡板

鏡板の内面における Di L (mm) 1800.00 

鏡板の内面における短径の1/2 h （皿1) 450.00 

長径と短径の比 D i L/ (2 • h) 2.00 

評価：Di L/ (2 • h)�2, よって半だ円形鏡板である。

（口）設計・建設規格PVC-3220

鏡板の厚さ

鏡板名称 (1)胴側鏡板

材料 SGV49

最高使用圧力 p (MPa) 1. 37

最高使用温度 （℃） 85 

胴の内径 Di (mm) 1800.00 

半だ円形鏡板の形状による係数 K 1. 00

許容引張応力 s （罰a) 120 

継手効率 T/ 1. 00

継手の種類 継手無し

放射線検査の有無

必要厚さ t 1 (mm) 10.35 

必要厚さ t 2 (mm) 10.29 

t 1, t 2 の大きい値 t (mm) 10.35 

さ t C 0 (mm) 16.00 

最 さ t C (mm) 

評価：t C;:;;; t, よって十分である。
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3. 3 容器の管台の厚さ

・建設規格PVC-3610

_

称 (1)胴側入口

材料 STS42-S

最高使用圧力 p (MPa) 1. 37

最高使 （℃） 85 

管台の外径 Do (mm) 457.20 

許容引張応力 s (MPa) 103 

継手効率 n 1. 00

継手の種類 継手無し

放射線検査の有無

必要厚さ t 1 (mm) 3.03 

必要厚さ t 3 (mm) 3.80 

t 1, t 3 の大きい値 t (mm) 3.80 

呼び厚さ t no (mm) 9.50 

最 さ t n (mm) 

評価：t n � t, よって十分である。
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容器の管台の厚さの計算

・建設規格PVC-3610

称 (2)胴側出口

材料 STS42-S

最高使用圧力 p (MPa) 1. 37

最高使用温度 （℃） 85 

管台の外径 Do (mm) 457.20 

許容引張応力 s (MP 103 

女l出コニ六七祐で
n 1. 00'1t← J ノ‘ノ.J I 

継手の種類 継手無し

放射線検査の有無

必要厚さ t 1 (mm) 3.03 

必要厚さ t 3 (mm) 3.80 

t 1, t 3 の大きい値 t (mm) 3.80 

呼び厚さ t no (mm) 9.50 

最小厚さ t n (mm) 

評価：t n � t, よって十分である。
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容器の管台の厚さの計算

設計・建設規格PVC-3610

_

管台名称 (3)胴側ドレン

材料 STS42-S

使用圧力 p (MPa) 1. 37

最高使用温度 （℃） 85 

管台の外径 Do (mm) 48.60 

許 I張応力 s (MPa) 103 

継手効率 n 1. 00

継手の種類 継手無し

放射線検査の有無

必要厚さ t 1 (mm) 0.33 

必要厚さ t 3 (mm) 2.20 

t 1, t 3の大きい値 t (mm) 2.20 

呼び厚さ t no (mm) 5. 10

さ t n (mn1) 

評価：t n � t, よって十分である。
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3.4 容器の補強を要しない穴の最大径の計算

・建設規格PVC-3150(2)

胴板名称 (1)胴側胴板

材料 SGV49 
耳Eヨ p (MPa) 1. 37 

最高使用温度 （℃） 85 

胴の外径 D (mm) 1832. 00 

許容引張応力 s (MPa) 120 

胴板の最小厚さ t s (mm) 

継手効率 刀 1. 00

継手の種類 継手無し．

放射線検査の有無

dr1= (D-2• ts) /4 (mm) 

61, d r 1の小さい値 (mm) 61. 00

K 
D • t s (mmり

200, d r 2 の小さい値 (mm) 135. 76

補強 しない穴の最大径 (mm) 135. 76

評価：補強の計算を要する穴の名称 胴側出口(3.5 (1)) 
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容器の補強を要しない穴の最大径の計算

設計・建設規格PVC-3230(2)

鏡板名称 (2)胴側鏡板

材料 SGV49 

p (MPa) 1. 37

最高使用温度 （℃） 85 

鏡板のフランジ部の外径 D (mm) 1832.00 

許容引 s (MPa) 120 

鏡板の最小厚さ t C (mm) 

継手効率 刀 1. 00 

継手の種類 継手無し

放射線検査の有無

d r 1 = (D -2 • t c) / 4 (mm) 

61, d r 1 の小さい値 (mm) 61. 00 

K 

D. t C (mmり
200, d r 2 の小さい値 (mm) 92.87

補強 しない穴の最大径 (mm) 92.87 

評価：補強の計算を要する穴の名称 胴側入口(3.5(2)) 
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3. 5 

WELD 1 6 
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(1)胴側出口

SGV49

STS42-S

SGV49 

1. 37
--; 

85 

120 

103 

120 

467.20 

1. 00． 

1. 00． 

1800.00 

10.35 ． 

刀一

F-

Dl-

t-

t-

Ar-

Xl一

応一

x-

Yl-

t-

Be-
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4. 131 X
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部材名称 (1)胴側出ロ
大きい穴の補強

補強を要する穴の限界径 d j (mm) 600.00 

評価：d � d j, よって大きい穴の補強計算は必要ない。

溶接部にかかる荷重 W1 (N) 5. 360 X 105 

溶接部にかかる荷重 W2 (N) 3. 805 X 105 

溶接部の負うべき荷重 w (N) 3. 805 X 105 

すみ肉溶接の許容せん断応力 SW 1 (MPa) 55 

突合せ溶接の許容せん断応力 Sw2 (MPa) 67 

突合せ溶接の許容引張応力 S W3 (MPa) 84 

管台壁の許容せん断応力 Sw4 (MPa) 72 

応力除去の有無 無し
すみ肉溶接の許容せん断応力係数 F1 0.46 

突合せ溶接の許容せん断応力係数 F2 0.56 

突合せ溶接の許容引張応力係数 F 3 0. 70

管台壁の許容せん断応力係数 F4 0. 70

すみ肉溶接部のせん断力 We 1 (N) 3. 568 X 105 

すみ肉溶接部のせん断力 We 3 (N) 4. 552 X 105 

突合せ溶接部のせん断力 We 4 (N) 2. 413 X 105 

突合せ溶接部の引張力 We 6 (N) 
突合せ溶接部の引張力 We 7 (N) 
突合せ溶接部の引張力 We 8 (N) 
突合せ溶接部の引張力 We 9 (N) 
盆目 台のせん断力 We 1 o (N) 3.475Xl05 

予；軋される破断箇所の強さ Web p 1 (N) 2. 059 X 106 

予；乳される破断箇所の強さ Web p 2 (N) 
予想される破断箇所の強さ Web p 3 (N) 
予想される破断箇所の強さ Web p 4 (N) 1. 044 X 106 

予想される破断箇所の強さ Web p 5 (N) 1. 740 X 106 

予想される破断箇所の強さ Web p 6 (N) 7. 043 X 105 

評価：Webp1�W, Webp2�W, Webps�W, Webp4いW, Web p 5いW, Webp6 �W 
以上より十分である。
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容器の穴の補強計算
・建設規格PVC-3240

参照附図 WELD-46 

部材名称 (2)胴側入口
鏡板材料 SGV49 
管台材料 STS42-S 
強め板材料 SGV49 
最高使用圧力 p (MPa) 1. 37
最高使用温度 （℃） 85 
鏡板の許容引張応力 SC (MPa) 120 
管台の許容引張応力 Sn (MPa) 103 
強め板の許容引張応力 Se (MPa) 120 
穴の径 d (mm) 
管台が取り付く穴の径 dw (mm) 467.20 
鏡板の最小厚さ t C (mm) 
管台の最小厚さ t n (mm) 
鏡板の継手効率 T) 1. 00
係数 F 1. 00
鏡板の中央部における内半径R (mm) 1620.00 
鏡板の計算上必要な厚さ t C r (mm) 9.26 
管台の計算上必要な厚さ t n r (mm) 
穴の補強に必要な面積 Ar (mmり 4. 125 X 103 

補強の有効範囲 X1 (mm) 
補強の有効範囲 X2 (mm) 
補強の有効範囲 X (mm) 
補強の有効範囲 Y1 (mm) 
強め板の最小厚さ t e (mm) 
強め板の外径 Be (mm) 750.00 
管台の外径 Don (mm) 457.20 
溶接寸法 L1 (mm) 9.00 
溶接寸法 L2 (mm) 7.00 

鏡板の有効補強面積 A1 (mmり 1. 357 X 103 

管台の有効補強面積 A2 (mmり 193. 5
すみ肉溶接部の有効補強面積A3 (mmり 130.0 
強め板の有効補強面積 A4 (mmり 3. 610 X 103 

補強に有効な総面積 Ao (mmり 5. 290 X 103 

評価：Ao>Ar， よって十分である。

13 

S
2
 
補

 
Ⅵ

-
3
-
3
-
3
-
3
-
1
-
1
 
R
0
 

70044671
鉛筆

70044671
鉛筆

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス



部材名称 (2)胴側入口

大きい穴の補強
補強を要する穴の限界径 d j (mm) 600.00 

評価：d � d j, よって大きい穴の補強計算は必要ない。

溶接部にかかる荷重 W1 (N) 4. 720 X 105 

溶接部にかかる荷重 W2 (N) 3. 562 X 105 

溶接部の負うべき荷重 w (N) 3. 562 X 105 

すみ肉溶接の許容せん断応力 S Wl (MPa) 55 

突合せ溶接の許容せん断応力 Sw2 (MPa) 67 

突合せ溶接の許容引張応力 S w 3 (MPa) 84 

管台壁の許容せん断応力 Sw4 (MPa) 72 

応力除去の有無 無し

すみ肉溶接の許容せん断応力係数 F1 0.46 

突合せ溶接の許容せん断応力係数 F2 0.56 

突合せ溶接の許容引張応力係数 F3 0. 70

管台壁の許容せん断応力係数 F4 0. 70

すみ肉溶接部のせん断力 We 1 (N) 3. 568 X 105 

すみ肉溶接部のせん断力 We 3 (N) 4. 552 X 105 

突合せ溶接部のせん断力 We4 (N) 2. 413 X 105 

突合せ溶接部の引張力 We 6 (N) 

突合せ溶接部の引張力 We 7 (N) 

突合せ溶接部の引張力 We 8 (N) 

突合せ溶接部の引張力 We 9 (N) 

管台のせん断力 We 10 (N) 3.475Xl05 

予想される破断箇所の強さ Web p 1 (N) 1. 844 X 106 

予想される破断箇所の強さ Web p 2 (N) 

予想される破断箇所の強さ Web p 3 (N) 

予想される破断箇所の強さ Web p 4 (N) 1. 044 X 106 

予想される破断箇所の強さ Web p 5 (N) 1. 520 X 106 

予想される破断箇所の強さ Web p 6 (N) 7. 043 X 105 

評 :Webp1�W, Webp2�W, Webp3�W, Webp4�W, Webp5�W, Webp6 �W 
以上より十分である。

14 

S
2
 
補

 
Ⅵ

-
3
-
3
-
3
-
3
-
1
-
1
 
R
0
E
 

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス

70728139
テキストボックス




